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Ｅ
会
員

山
本 
壽
夫

や
ま
も
と　

ひ
さ
お　

芸
能
都
市
の
研
究
者
。
１
９
５
３
年
生
ま
れ
。
Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ

イ
ン
ド
大
学
学
部
長
（
２
０
０
７
年
４
月
よ
り
現
職
）。
主
要
著
書
は
、「
独
創
都
市
の
形
成
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
主
要
論
文
は
、「
芸
能
の
型
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
空
間
～
芸
能
都
市
の
研
究
（
１
）

～
」。
掲
載
作
は
、
別
冊
太
陽
「
大
正
・
昭
和
の
鳥
瞰
図
絵
師　

吉
田
初
三
郎
の
パ
ノ
ラ
マ
地
図
」

（
２
０
０
２
年
、
平
凡
社
刊
）
所
収
。

　
吉
田
初
三
郎
の
空
間

　
絵
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
へ

		


　
―
間
の
手
法
―

１
．
日
本
文
化
の
型

　

日
本
文
化
の
特
徴
に
型
が
あ
る
。
用
意
さ
れ
た
型
に
入
り
、訓
練
や
稽
古
に
よ
っ
て
型
を
修
得
し
、

そ
し
て
型
を
破
り
境
地
へ
と
達
す
る
。
用
意
さ
れ
た
型
と
は
、
長
い
時
間
を
掛
け
て
練
り
あ
げ
ら

れ
た
無
駄
の
な
い
動
作
や
形
式
を
示
す
が
、境
地
へ
達
す
る
た
め
に
は
、「
型
入
り
」、「
型
修
め
」、「
型

破
り
」
と
い
っ
た
三
ス
テ
ッ
プ
を
経
る
こ
と
に
な
る
。「
型
入
り
」
は
数
個
の
型
を
身
に
付
け
演
じ

始
め
た
段
階
、「
型
修
め
」
は
型
全
体
を
網
羅
的
に
修
得
す
る
段
階
、「
型
破
り
」
は
身
に
付
け
た

型
を
乗
り
越
え
て
個
人
の
自
由
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
表
現
を
獲
得
す
る
段
階
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
三
ス
テ
ッ
プ
は
、
特
に
芸
術
、
芸
能
、
武
道
等
に
多
く
見
ら
れ
る
。

　

室
町
時
代
に
世
阿
弥
が
著
し
た
「
風
姿
花
伝
」
は
、
訓
練
や
稽
古
に
よ
っ
て
段
階
的
に
能
を
身

に
付
け
、
表
現
美
の
真
髄
で
あ
る
「
花
」
か
ら
「
花
」
へ
向
か
う
有
様
を
時
系
列
的
に
描
く
。
幼

少
年
期
の
愛
ら
し
さ
を
活
か
す
「
時
分
の
花
」、
青
年
期
に
一
芸
を
会
得
す
る
「
当
座
の
花
」、
そ

し
て
壮
年
期
に
成
熟
し
た
芸
に
到
達
し
て
思
い
の
ま
ま
に
自
己
表
現
で
き
る
「
誠
の
花
」
で
あ
る
。

「
型
入
り
」
は
「
時
分
の
花
」
に
、「
型
修
め
」
は
「
当
座
の
花
」
に
、「
型
破
り
」
は
「
誠
の
花
」
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に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
、
三
ス
テ
ッ
プ
を
経
な
が
ら
、
能
楽
師
の
全
人
格
的
行
為
で
あ
る
「
花
」

の
完
成
へ
向
か
う
。

　

型
の
三
ス
テ
ッ
プ
は
、
能
の
よ
う
な
身
体
演
技
の
み
な
ら
ず
、
絵
画
の
よ
う
な
自
己
表
現
を
作

品
へ
投
影
す
る
芸
術
領
域
に
も
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ッ
サ
ン
の
積
み
重
ね
に
よ
る
形
態

の
重
さ
と
質
の
表
現
、
構
図
や
色
合
い
等
複
雑
な
要
素
を
重
ね
合
わ
せ
統
合
し
た
創
作
表
現
、
そ

し
て
誰
に
も
真
似
の
で
き
な
い
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
創
造
的
な
自
己
表
現
と
な
る
三

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

２
．
江
戸
風
景
画
の
成
立
と
完
成

　

浮
世
絵
は
、
十
八
世
紀
中
頃
ま
で
日
本
画
の
型
で
あ
る
奥
行
き
の
乏
し
い
平
板
的
な
画
法
か
ら

脱
却
で
き
な
か
っ
た
。
型
を
乗
り
越
え
た
の
は
、
西
洋
画
の
遠
近
法
を
学
習
し
活
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
洋
風
の
遠
近
、
陰
影
、
色
彩
の
技
法
を
取
り
入
れ
、
在
来
の
日
本
画
法
と

統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
独
自
の
風
景
画
が
生
ま
れ
た
。
人
物
画
の
背
景
だ
っ
た
風
景
が
、

主
体
性
を
持
ち
風
景
画
と
し
て
独
立
し
、
江
戸
文
化
の
重
要
な
一
形
式
に
な
っ
た
の
は
葛
飾
北
斎

の
功
績
が
大
き
く
、
そ
し
て
広
重
で
完
成
し
た
。

　

北
斎
は
三
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
に
か
け
て
、「
近
江
八
景
」、「
江
戸
八
景
」
の
各
シ
リ
ー
ズ
、

画
題
や
落
款
の
平
仮
名
文
字
を
横
書
き
で
表
す
シ
リ
ー
ズ
等
を
描
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
絵
に
縁
取

り
を
設
け
、
主
に
遠
近
法
や
陰
影
効
果
を
施
す
な
ど
、
木
版
画
で
日
本
風
洋
画
を
描
く
試
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
北
斎
の
傑
作
と
言
わ
れ
る
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
が
生
み
だ
さ
れ
る
に

至
る
。
冨
嶽
三
十
六
景
は
、
江
戸
、
東
海
道
、
尾
州
等
の
自
然
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
形
で
生
活
す

る
庶
民
や
旅
を
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
組
み
込
ま
れ
る
富
士

山
は
、江
戸
の
自
然
の
象
徴
と
も
と
れ
る
が
、当
時
の
サ
ー
ク
ル
的
な
富
士
講
の
隆
盛
を
考
え
る
と
、

庶
民
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
神
聖
な
が
ら
も
物
見
遊
山
の
対
象
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
江
戸

の
美
し
い
自
然
、
そ
の
中
で
生
き
生
き
と
働
く
人
々
、
庶
民
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
富
士
山
と
い
っ

た
三
要
素
を
洋
風
画
法
と
日
本
画
法
の
統
合
手
法
で
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
江
戸
風
景
画
が
成
立
し

た
。

　

広
重
は
、
二
十
五
歳
頃
ま
で
幕
府
の
同
心
の
職
に
あ
り
、
絵
師
と
役
人
と
い
う
二
足
の
わ
ら
じ

を
履
い
て
い
た
。
三
十
三
か
ら
三
十
五
歳
頃
ま
で
に
幕
府
の
仕
事
で
江
戸
と
京
都
を
往
復
す
る
。

彼
の
絵
師
と
し
て
の
成
功
は
、
東
海
道
を
実
地
見
聞
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
傑
作
「
東
海
道
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五
拾
三
次
」
の
創
作
で
あ
る
。
東
海
道
五
拾
三
次
は
、
広
重
が
実
際
に
東
海
道
を
歩
き
回
り
各
場

所
の
空
間
を
体
験
し
、
そ
の
と
き
の
鮮
や
か
な
印
象
を
絵
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
対

象
と
な
る
場
所
の
特
徴
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
自
然
の
姿
や
色
彩
、点
景
、人
物
の
表
情
、木
々

の
種
類
、
季
節
の
変
化
な
ど
が
作
品
一
枚
一
枚
に
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

北
斎
の
冨
嶽
三
十
六
景
が
、
洋
風
画
法
を
意
識
し
斬
新
な
構
図
や
レ
ト
リ
ッ
ク
な
構
図
が
多
い
の

に
比
べ
、
東
海
道
五
拾
三
次
は
洋
風
画
法
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
こ
な
し
て
い
て
構
図
に
無
理
が

な
く
自
然
体
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
斎
に
比
べ
る
と
描
写
が
細
や
か
で
あ
り
、
色
彩
に
富

ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
旅
の
わ
び
し
さ
や
哀
愁
を
そ
こ
は
か
と
な
く
匂
わ
せ
る
表
現
に
通
じ
る
。

広
重
に
お
い
て
江
戸
風
景
画
は
完
成
さ
れ
た
。

３
．
江
戸
風
景
画
の
間ま

　

江
戸
風
景
画
の
特
徴
は
、
場
所
が
持
つ
性
格
と
旅
す
る
人
々
の
旅
情
や
そ
こ
で
生
活
す
る
庶
民

の
情
感
と
を
ワ
ン
・
カ
ッ
ト
に
描
写
し
、「
名
所
」
と
し
て
の
魅
力
を
創
造
す
る
点
に
あ
る
。「
名

所
」
を
創
作
す
る
に
は
、ま
ず
図
案
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
「
見
立
て
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
必
要
な
場
面
だ
け
に
絞
り
込
み
、不
要
な
周
辺
風
景
は
切
り
取
り
「
見
切
る
」
こ
と
に
な
る
。

「
見
立
て
」
と
「
見
切
る
」
が
一
連
の
「
術
」
と
し
て
働
い
た
時
に
、「
名
所
」
創
作
の
大
き
な
第

一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、「
術
」
と
は
魅
力
を
創
造
す
る
た
め
の
技
芸
だ
が
、絵
師
（
広
重
）

の
全
人
格
的
行
為
で
あ
る
「
花
（
江
戸
風
景
画
の
創
造
）」
を
完
成
へ
向
か
わ
せ
る
技
芸
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

一
場
面
の
全
体
像
を「
見
立
て
」て「
見
切
る
」こ
と
を
し
た
後
も
、絵
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、構
図
、

リ
ズ
ム
、
色
合
い
等
を
組
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
重
要
な
手
法
が
「
間ま

」
の

と
り
方
で
あ
る
。「
間
」
は
、
自
然
と
人
間
、
人
間
と
人
間
、
モ
ノ
と
モ
ノ
等
の
空
間
的
、
時
間
的
、

心
理
的
距
離
感
を
表
す
。「
間
」
の
と
り
方
は
、
絵
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
、
あ
る
と
き
は
粋
で
軽
や

か
で
あ
り
、ま
た
あ
る
と
き
は
陳
腐
で
愚
鈍
で
あ
る
。
つ
ま
り
、テ
ー
マ
や
場
所
性
に
適
す
る
「
間
」

の
と
り
方
が
で
き
る
か
否
か
で
、
絵
が
生
き
も
し
ま
た
死
に
も
す
る
。

　
「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
・
庄
野
」
は
、
竹
林
を
背
景
に
庄
野
の
坂
道
で
突
然
の
に
わ
か
雨
に
遭
っ

た
旅
人
た
ち
の
ざ
わ
め
く
瞬
間
を
捉
え
情
感
深
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
作
品
の
「
間
」

を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ざ
わ
め
き
を
表
現
す
る
点
景
の
中
心
は
、
逃
げ
惑
う
三
人
の
旅
人
と
対
照

的
に
平
然
と
客
を
運
ぶ
か
ご
か
き
だ
が
、
旅
人
二
人
が
雨
と
風
へ
向
か
っ
て
坂
を
下
る
、
か
ご
か
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き
二
人
と
旅
人
一
人
は
雨
と
風
に
背
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
坂
を
登
る
。
ま
た
、
画
面
右
下
か
ら
左

斜
め
上
へ
描
か
れ
た
坂
、
雨
と
風
で
登
り
坂
方
向
へ
揺
れ
る
竹
林
の
描
写
。
こ
れ
ら
の
力
の
バ
ラ

ン
ス
の
「
間
」
が
絶
妙
な
た
め
、
動
的
構
図
が
ざ
わ
め
き
の
一
瞬
を
見
事
に
表
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
坂
道
の
淡
い
藍
色
、
竹
林
の
水
墨
画
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
三
層
の
モ
ノ
ト
ー
ン
、
墨
を
流

し
た
よ
う
な
天
空
と
い
っ
た
配
色
の「
間
」が
そ
こ
は
か
と
な
い
情
感
を
演
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

広
重
の
江
戸
風
景
画
は
、
様
々
な
「
間
」
を
バ
ラ
ン
ス
感
覚
鋭
く
取
り
入
れ
な
が
ら
描
き
き
っ
た
。

４
．
吉
田
初
三
郎
の
空
間

　

大
正
の
広
重
と
自
ら
称
し
た
吉
田
初
三
郎
は
、
江
戸
風
景
画
を
研
究
し
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。

そ
の
開
拓
精
神
は
、
広
重
よ
り
も
北
斎
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
作
品
内
に
必
ず
富
士
山

を
描
く
点
も
北
斎
に
似
て
い
る
。
鳥
瞰
図
法
を
用
い
た
点
、
な
ら
び
に
各
地
の
名
所
図
絵
を
数
多

く
描
い
た
点
が
広
重
と
似
か
よ
る
。
前
者
は
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
・
深
川
洲
崎
十
万
坪
」
の

図
法
に
、
後
者
は
「
東
海
道
五
拾
三
次
」、「
木
曾
街
道
六
拾
九
次
」、「
名
所
江
戸
百
景
」
等
の
各

作
品
群
に
比
較
さ
れ
る
。
ま
た
初
三
郎
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
前
半
に
活
躍
し
た
歌
川
（
五
雲
亭
）

貞
秀
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
貞
秀
は
、
地
図
製
作
に
携
わ
っ
た
と
き
の
豊
富
な
地
理
情
報
に
基

づ
き
、
主
に
景
勝
地
を
鳥
瞰
図
法
で
緻
密
に
描
い
た
。

　

北
斎
も
広
重
も
風
景
画
を
描
く
視
線
は
当
時
の
庶
民
の
眼
の
高
さ
に
置
き
、
庶
民
生
活
や
旅
情

を
テ
ー
マ
に
し
て
、
場
所
性
、
豊
か
な
自
然
、
活
気
や
哀
愁
等
を
調
和
さ
せ
た
「
名
所
」
を
描
い
た
。

日
常
の
物
語
の
一
こ
ま
が
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
を
表
す
図
法
は
物
理
的
な
人
の
眼
の
高
さ
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
初
三
郎
は
、
工
業
化
が
進
展
す
る
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
拡
大
す
る
鉄
道
や
船

舶
等
の
商
業
資
本
か
ら
依
頼
を
受
け
、
対
象
に
な
る
観
光
地
を
描
い
た
。
こ
の
た
め
、
庶
民
の
新

た
な
眼
の
高
さ
を
模
索
し
た
。
こ
の
結
果
、
江
戸
風
景
画
の
テ
ー
マ
と
は
大
き
く
異
な
り
、
自
然

と
人
工
物
（
鉄
道
・
道
路
・
港
湾
等
）
の
調
和
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
観
光
地
の
新
た
な
魅
力
を
テ
ー

マ
に
し
た
。
こ
の
場
合
、
観
光
地
と
は
旧
「
名
所
」
の
総
体
、
各
「
名
所
」
を
繋
ぐ
交
通
網
、
こ

れ
ら
を
覆
う
山
水
等
の
融
合
だ
っ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、鳥
の
眼
の
高
さ
か
ら
眺
め
な
が
ら
、

広
大
な
地
域
全
体
を
把
握
し
、
空
間
の
魅
力
を
感
知
で
き
る
彼
独
自
の
図
法
を
あ
み
だ
し
た
。
初

三
郎
は
、
北
斎
か
ら
広
重
で
完
成
し
た
江
戸
風
景
画
の
型
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。

　

鳥
瞰
図
は
図
法
上
、
三
つ
の
消
バ
ニ
シ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト

失
点
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
上

ど
こ
ま
で
延
長
し
て
も
交
わ
ら
な
い
直
線
群
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
我
々
の
眼
を
通
す
と
交
わ
っ
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て
見
え
る
点
が
現
れ
る
。
こ
れ
が
消
失
点
で
あ
る
。
空
か
ら
広
い
地
域
を
見
た
姿
は
、
三
つ
の
消

失
点
を
使
う
と
歪
み
が
小
さ
い
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
歪
む
た
め
に
手
直
し
を
必
要
と
す
る
。

初
三
郎
の
作
品
は
、
市
街
地
を
中
心
に
消
失
点
を
一
つ
、
二
つ
、
三
つ
、
あ
る
い
は
ゼ
ロ
（
無
消

失
点
）
と
使
い
分
け
、
周
辺
の
山
水
を
柔
ら
か
く
包
む
よ
う
に
描
く
。
歌
川
貞
秀
も
類
似
す
る
手

法
で
鳥
瞰
図
を
描
い
た
。
し
か
し
、
広
大
な
地
域
全
体
を
描
く
た
め
に
、
図
を
極
端
に
湾
曲
さ
せ

た
の
は
初
三
郎
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
透
視
図
法
の
歪
み
の
直
し
で
は
な
く
、
初
三
郎
の
意

志
と
美
的
感
覚
に
基
づ
く
独
自
の
レ
ト
リ
ッ
ク
図
法
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

初
三
郎
の
絵
図
は
、
彼
独
特
の
「
間
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
中
部
日
本
観
光
鳥
瞰

図
」
を
見
て
み
よ
う
。
東
海
地
区
を
中
心
に
北
は
日
光
か
ら
南
は
大
阪
、
太
平
洋
側
か
ら
日
本
海

側
の
輪
島
ま
で
組
み
入
れ
た
大
パ
ノ
ラ
マ
図
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
大
き
な
地
域
を
描
く
場
合
、ま
ず
、

正
確
な
透
視
図
法
に
則
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
か
と
い
っ
て
、
透
視
図
法
を
活
用
し
な
け
れ

ば
冗
長
に
な
り
間
が
抜
け
る
。
そ
こ
で
初
三
郎
は
、透
視
図
法
に
そ
ぐ
わ
な
い
箇
所
を
湾
曲
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
彼
の
空
間
構
成
は
、
透
視
図
法
の
直
線
で
描
く
市
街
地
、
曲
線
で
描
く
周
辺
の
自
然
環

境
と
い
う
対
比
が
あ
り
、
こ
の
と
き
に
、
本
来
図
法
上
は
描
き
得
な
い
地
域
を
極
端
に
湾
曲
さ
せ

て
図
中
に
組
み
入
れ
る
。
こ
の
湾
曲
さ
せ
た
部
分
が
、
平
板
的
な
市
街
地
と
緑
豊
か
な
周
辺
自
然

環
境
に
リ
ズ
ム
を
与
え
る
。
直
線
と
曲
線
、
そ
し
て
湾
曲
線
が
「
間
」
を
生
み
だ
し
、
絵
図
に
生

命
を
注
ぎ
込
む
。「
神
戸
鳥
瞰
図
絵
」
で
は
、
湾
曲
さ
せ
た
神
戸
港
に
税
関
、
ホ
テ
ル
、
倉
庫
、
検

査
所
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
、
行
き
交
う
船
等
の
情
報
を
集
約
さ
せ
な
が
ら
、
鉄
道
を
境
に
山
側
市

街
地
と
六
甲
山
系
を
描
く
。
こ
の
場
合
の
「
間
」
は
、
横
に
走
る
鉄
道
を
中
心
に
、
湾
曲
す
る
神

戸
港
、
直
線
の
市
街
地
、
曲
線
の
六
甲
山
系
で
生
み
出
さ
れ
る
。
秀
逸
な
の
は
、
湾
曲
さ
せ
た
神

戸
港
に
情
報
を
集
約
し
て
「
間
」
の
重
み
づ
け
を
し
、
リ
ズ
ム
を
創
造
し
た
点
で
あ
る
。

　

吉
田
初
三
郎
は
、
北
斎
か
ら
広
重
で
完
成
し
た
江
戸
風
景
画
の
型
を
乗
り
越
え
、
時
代
の
要
請

に
従
い
、鳥
瞰
図
法
に
基
づ
く
地
域
全
体
絵
図
を
創
造
し
た
。
そ
し
て
、彼
は
「
術
」
を
駆
使
し
て
、

レ
ト
リ
ッ
ク
図
法
が
作
る
「
間
」
で
構
成
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
空
間
を
生
み
出
し
た
。

５
．
絵
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
へ

　

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
、
市
民
が
よ
り
良
い
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
指
し
、
自
治
体
が

中
心
に
な
り
色
々
な
施
策
を
検
討
し
、
条
例
等
に
反
映
す
る
。
次
に
、
施
策
に
基
づ
い
た
地
域
シ

ス
テ
ム
（
情
報
通
信
、
社
会
教
育
、
新
産
業
創
造
等
の
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
す
る
。
さ
ら
に
、
地
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域
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
と
き
に
必
要
な
物
理
的
な
空
間
（
土
地
区
画
・
建
物
・
設
備
等
）
を
創

造
す
る
。
そ
し
て
、
地
域
シ
ス
テ
ム
と
物
理
的
な
空
間
を
管
理
・
運
営
す
る
。
つ
ま
り
、
ま
ち
づ

く
り
は
、
少
な
く
と
も
四
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
実
現
す
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
計
画
時
に
、
市

民
が
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
像
を
把
握
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
市
町
村
単
位
の
広
い
土
地
を
考
え
て

み
よ
う
。
こ
の
場
合
、
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
像
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

多
く
は
、
自
治
体
が
作
る
市
町
村
の
総
合
計
画
図
書
の
中
に
、
言
葉
、
シ
ス
テ
ム
図
、
土
地
利
用

計
画
図
（
二
次
元
の
地
図
に
、
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
工
業
地
域
等
の
土
地
の
利
用
区
分
を
色

分
け
し
た
も
の
）、
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
的
な
場
所
や
建
物
等
の
透
視
図
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
等
で

示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
を
全
て
読
み
こ
な
し
、

頭
の
中
で
繋
ぎ
あ
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ロ
の
地
域
政
策
家
や
都
市
計
画
家
で
も
十
分
に

把
握
で
き
な
い
の
に
、
一
般
市
民
が
理
解
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
が
完
成

す
る
と
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た･･････

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
疑
問
が

生
じ
る
、
何
故
、
分
か
り
や
す
い
市
町
村
全
体
の
鳥
瞰
図
を
描
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
。
そ
の
理

由
は
、案
外
簡
単
だ
。
平
成
十
三
年
度
の
全
国
の
市
町
村
の
平
均
面
積
は
、約
１
１
５
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
だ
が
、
こ
れ
を
８
４
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
５
９
４
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
定
形
地
図
（
計
画
図
書

に
添
付
す
る
に
は
大
き
い
サ
イ
ズ
）
と
し
て
表
す
に
は
、１
８
０
０
０
分
の
１
以
下
の
縮
尺
に
す
る
。

こ
の
縮
尺
だ
と
、
建
築
物
は
描
か
れ
ず
、
最
小
単
位
と
し
て
番
地
毎
の
区
画
を
表
示
す
る
こ
と
に

な
る
。
も
し
、
自
治
体
が
市
町
村
全
体
の
鳥
瞰
図
を
作
ろ
う
と
す
れ
ば
、
正
確
さ
を
重
視
し
、
地

図
に
基
づ
き
、
三
つ
の
消
失
点
で
透
視
図
を
描
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
面
積
が
大
き
す
ぎ
て
、
図

法
上
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
消
失
点
の
無
い
平
行
透
視
図
法
（
各
立
体
が
そ
れ
ぞ
れ

平
行
な
図
法
）
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
正
確
に
描
く
と
元
の
地
図
と
あ
ま
り
代
り
映
え
の

し
な
い
絵
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
市
町
村
全
体
を
表
す
鳥
瞰
図
は
作
成
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
。

　

自
治
体
は
正
確
さ
を
重
視
し
、
分
か
り
難
い
計
画
図
書
を
作
る
。
こ
れ
は
、
市
民
不
在
と
見
做

さ
れ
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
初
三
郎
の
絵
図
を
見
て
み
よ
う
。
緻
密
な
透
視
図
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
正
確
な
図
法
に
則
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
広
大
な
土
地
が
ど
の
よ
う
に
魅
力

的
に
開
発
さ
れ
る
か
を
一
目
で
分
か
ら
せ
て
く
れ
る
。「
間
」
の
と
り
方
で
、
風
景
と
し
て
の
空
間

の
魅
力
を
引
き
だ
し
、
見
る
者
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
か
き
立
て
る
「
術
」
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
分
権
が
進
む
中
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
、
少
し
ず
つ
市
民
へ
移
り
つ
つ
あ
る
。
市
民
が

計
画
し
、
自
治
体
や
国
は
支
援
へ
回
る
時
代
も
す
ぐ
其
処
ま
で
来
て
い
る
。
だ
か
ら
、
今
こ
そ
市

民
が
、
分
か
り
や
す
さ
に
重
点
を
置
く
初
三
郎
の
レ
ト
リ
ッ
ク
図
法
を
学
び
、
魅
力
が
溢
れ
る
「
絵

に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
先
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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